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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公開番号】特開2018-77270(P2018-77270A)
【公開日】平成30年5月17日(2018.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2018-018
【出願番号】特願2016-217077(P2016-217077)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/08     ３６６　
   Ｇ０３Ｇ   15/09     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月6日(2019.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転可能に設けられ、トナーとキャリアを含む現像剤を担持する現像剤担持体と、前記
現像剤担持体に現像剤を供給する供給室と、
　前記現像剤担持体と対向して配置され、前記現像剤担持体から現像剤を回収する回収室
と、
　前記供給室に配置され、前記供給室の現像剤を第１搬送方向に搬送する第１搬送スクリ
ューと、
　前記回収室に配置され、回転可能な軸部と、前記軸部の外周に設けられた螺旋状の羽根
部を有し、前記回収室の現像剤を前記第１搬送方向とは逆方向の第２搬送方向に搬送する
第２搬送スクリューと、
　前記供給室の現像剤を前記供給室から前記回収室に連通可能な第１連通部と前記回収室
の現像剤を前記回収室から前記供給室に連通可能な第２連通部とが設けられた、前記供給
室と前記回収室とを隔てる隔壁と、
　前記第２搬送方向において前記第２連通部に対向している対向部よりも上流側に配置さ
れ、前記供給室と前記回収室との間で現像剤が循環する循環経路にトナーを補給するため
のトナー補給部と、
　を備えた現像装置において、
　前記第２搬送方向において、前記第２搬送スクリューの、前記トナー補給部に対向して
いる対向部よりも下流側かつ前記第２連通部に対向している対向部よりも上流側における
羽根部の条数は、前記第２搬送スクリューの前記第２連通部に対向している対向部におけ
る羽根部の条数よりも大きい
　ことを特徴とする現像装置。
【請求項２】
　前記トナー補給部は、前記第２搬送方向において前記第１連通部に対向している対向部
の最下流よりも上流側に配置され、
　前記第２搬送方向において、前記第２搬送スクリューの、前記トナー補給部に対向して
いる対向部よりも下流側かつ前記第１連通部に対向している対向部の最下流よりも上流側



(2) JP 2018-77270 A5 2019.12.19

における羽根部の条数は、前記第２搬送スクリューの前記第２連通部に対向している対向
部における羽根部の条数よりも大きい
　ことを特徴とする請求項１に記載の現像装置。
【請求項３】
　前記トナー補給部は、前記第２搬送方向において前記第１連通部に対向している対向部
よりも上流側に配置され、
　前記第２搬送方向において、前記第２搬送スクリューの前記第１連通部に対向している
対向部における羽根部の条数は、前記第２搬送スクリューの前記第２連通部に対向してい
る対向部における羽根部の条数よりも大きい
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の現像装置。
【請求項４】
　前記第２搬送方向において、前記第２搬送スクリューの、前記第１連通部に対向してい
る対向部の最上流から前記第２連通部に対向している対向部の最下流までの領域の３０％
よりも大きく６０％よりも小さい領域における羽根部の条数は、前記第２搬送スクリュー
の前記第２連通部に対向している対向部における羽根部の条数よりも大きい
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項５】
　前記第２搬送方向において、前記第２搬送スクリューの、前記第１連通部に対向してい
る対向部の最上流から前記第２連通部に対向している対向部の最下流までの領域における
羽根部の条数は、前記第２搬送スクリューの、前記第１連通部に対向している対向部の最
上流から前記第２連通部に対向している対向部の最下流にかけて段階的に小さくなってい
る
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項６】
　前記第２搬送方向において、前記第２搬送スクリューの、前記トナー補給部に対向して
いる対向部よりも下流側かつ前記第２連通部に対向している対向部よりも上流側における
羽根部と、当該羽根部の直下流に配置された羽根部の頂点間の距離は、９ｍｍよりも大き
い
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項７】
　前記現像剤担持体は、第１の磁極と、前記現像剤担持体の回転方向において前記第１の
磁極の直下流に配置され、前記第１の磁極と同極である第２の磁極を備え、前記現像剤担
持体に現像剤を担持させるマグネットを有し、
　前記隔壁は、前記現像剤担持体の回転方向において前記第１の磁極よりも下流側かつ前
記第２の磁極よりも上流側における前記現像剤担持体と対向して配置され、前記現像剤担
持体から現像剤が前記回収室に回収されるよう案内するための案内部を有し、
　前記回収室は、前記案内部を介して前記現像剤担持体から現像剤を回収する
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項８】
　前記第１搬送スクリューは、前記現像剤担持体よりも鉛直方向下方に設けられている
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の現像装置。
【請求項９】
　回転可能に設けられ、トナーとキャリアを含む現像剤を担持する現像剤担持体と、前記
現像剤担持体に現像剤を供給する供給室と、
　前記現像剤担持体と対向して配置され、前記現像剤担持体から現像剤を回収する回収室
と、
　前記供給室に配置され、前記供給室の現像剤を第１搬送方向に搬送する第１搬送スクリ
ューと、
　前記回収室に配置され、回転可能な軸部と、前記軸部の外周に設けられた螺旋状の羽根
部を有し、前記回収室の現像剤を前記第１搬送方向とは逆方向の第２搬送方向に搬送する
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第２搬送スクリューと、
　前記供給室の現像剤を前記供給室から前記回収室に連通可能な第１連通部と前記回収室
の現像剤を前記回収室から前記供給室に連通可能な第２連通部とが設けられた、前記供給
室と前記回収室とを隔てる隔壁と、
　を備えた現像装置において、
　前記第１搬送スクリューには、前記第１搬送スクリューの羽根部の条数が１条になって
いる箇所が在り、
　前記第２搬送スクリューには、前記第２搬送スクリューの羽根部の条数が２条になって
いる箇所が在る
　ことを特徴とする現像装置。
【請求項１０】
　前記現像剤担持体は、第１の磁極と、前記現像剤担持体の回転方向において前記第１の
磁極の直下流に配置され、前記第１の磁極と同極である第２の磁極を備え、前記現像剤担
持体に現像剤を担持させるマグネットを有し、
　前記隔壁は、前記現像剤担持体の回転方向において前記第１の磁極よりも下流側かつ前
記第２の磁極よりも上流側における前記現像剤担持体と対向して配置され、前記現像剤担
持体から現像剤が前記回収室に回収されるよう案内するための案内部を有し、
　前記回収室は、前記案内部を介して前記現像剤担持体から現像剤を回収する
　ことを特徴とする請求項９に記載の現像装置。
【請求項１１】
　前記第１搬送スクリューは、前記現像剤担持体よりも鉛直方向下方に設けられている
　ことを特徴とする請求項９又は１０に記載の現像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記目的を達成するために第一の発明の一態様に係る現像装置は以下のような構成を備
える。即ち、回転可能に設けられ、トナーとキャリアを含む現像剤を担持する現像剤担持
体と、前記現像剤担持体に現像剤を供給する供給室と、前記現像剤担持体と対向して配置
され、前記現像剤担持体から現像剤を回収する回収室と、前記供給室に配置され、前記供
給室の現像剤を第１搬送方向に搬送する第１搬送スクリューと、前記回収室に配置され、
回転可能な軸部と、前記軸部の外周に設けられた螺旋状の羽根部を有し、前記回収室の現
像剤を前記第１搬送方向とは逆方向の第２搬送方向に搬送する第２搬送スクリューと、前
記供給室の現像剤を前記供給室から前記回収室に連通可能な第１連通部と前記回収室の現
像剤を前記回収室から前記供給室に連通可能な第２連通部とが設けられた、前記供給室と
前記回収室とを隔てる隔壁と、前記第２搬送方向において前記第２連通部に対向している
対向部よりも上流側に配置され、前記供給室と前記回収室との間で現像剤が循環する循環
経路にトナーを補給するためのトナー補給部と、を備えた現像装置において、前記第２搬
送方向において、前記第２搬送スクリューの、前記トナー補給部に対向している対向部よ
りも下流側かつ前記第２連通部に対向している対向部よりも上流側における羽根部の条数
は、前記第２搬送スクリューの前記第２連通部に対向している対向部における羽根部の条
数よりも大きいことを特徴とする。
　また、上記目的を達成するために第二の発明の一態様に係る現像装置は以下のような構
成を備える。
　即ち、回転可能に設けられ、トナーとキャリアを含む現像剤を担持する現像剤担持体と
、前記現像剤担持体に現像剤を供給する供給室と、前記現像剤担持体と対向して配置され
、前記現像剤担持体から現像剤を回収する回収室と、前記供給室に配置され、前記供給室
の現像剤を第１搬送方向に搬送する第１搬送スクリューと、前記回収室に配置され、回転
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可能な軸部と、前記軸部の外周に設けられた螺旋状の羽根部を有し、前記回収室の現像剤
を前記第１搬送方向とは逆方向の第２搬送方向に搬送する第２搬送スクリューと、前記供
給室の現像剤を前記供給室から前記回収室に連通可能な第１連通部と前記回収室の現像剤
を前記回収室から前記供給室に連通可能な第２連通部とが設けられた、前記供給室と前記
回収室とを隔てる隔壁と、を備えた現像装置において、前記第１搬送スクリューには、前
記第１搬送スクリューの羽根部の条数が１条になっている箇所が在り、前記第２搬送スク
リューには、前記第２搬送スクリューの羽根部の条数が２条になっている箇所が在ること
を特徴とする。


	header
	written-amendment

